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The world needs science, science needs women. 
 

募 集 要 項  

 



 

 
2/8 

 

 

2022年度 第 17回䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃募集要項 
 
1. 趣旨䠖 䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛸䝴䝛䝇䝁䛜世界規模䛷展開䛩䜛女性科学者䜢支援䛩䜛共同䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾理念䜢継

承䛧、将来䜢担䛖若手女性研究者䛜国内䛾教育䞉研究機関䛻䛚䛔䛶研究䜢継続䛷䛝䜛䜘䛖、奨励䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
 
2. 対象䠖 生命科学、物質科学䛾分野䛻䛚䛔䛶、日本国内䛷博士後期課程䛻在籍䛒䜛䛔䛿、博士後期課程䛻進学

予定䛷、40歳未満䠄応募締切日 2022年 2月 28日時点䠅䛾女性䜢対象䛸䛧䜎䛩䚹 
 
3. 奨学金授与䛾件数䠖 生命科学、物質科学䛾分野䛛䜙䛭䜜䛮䜜原則 1 年 2 件䠄2 名䠅、計 4 件䠄4 名䠅䜢選考䛧、

受賞者䛻賞状䛚䜘䜃奨学金 100万円䜢贈呈䛧䜎䛩䚹 
 
4. 受付期間䠖 2021年 11月 16日䠄火䠅䛛䜙 2022年 2月 28日䠄月䠅23時 59分䜎䛷 
 
5. 応募方法䠖 下記必要書類䜢䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃事務局宛䛻 e-mail䛻䛶䛚送䜚䛟䛰䛥

䛔䚹1 䛴䛾䝣䜷䝹䝎䛻下記必要書類䜢䜎䛸䜑䛶格納䛾䛖䛘、䛚送䜚䛔䛯䛰䛟際䛿䝟䝇䝽䞊䝗䜢䛛䛡、所属大学䞉機
関䛷推奨䛥䜜䛶䛔䜛䝣䜯䜲䝹送付䝃䞊䝡䝇䜢䛤使用䛟䛰䛥䛔䚹 
䠆個人䛾 e-mail䛻䛶䝟䝇䝽䞊䝗設定䛜不可䛾場合、指導教員䜎䛯䛿大学䛾 e-mail代用可 

  
䛆䝣䜷䝹䝎名䛾表記䛻䛴䛔䛶䛇 
研究分野䠄生命科学䛿 LS、物質科学䛿 MS 䛸表記䠅、氏名䛸所属大学䞉機関䛿英語表記䛷 
䛚願䛔䛧䜎䛩䚹 
記載見本䠖 LS_Yamada Hanako_Japan University 
 
䛆書類名䛾表記䛻䛴䛔䛶䛇 
該当書類䛾番号、研究分野䠄生命科学䛿 LS、物質科学䛿 MS 䛸表記䠅、氏名䛸所属大学䞉機関
䛿英語表記䛷䛚願䛔䛧䜎䛩䚹 
書類 a䛾記載見本䠖 a_LS_Yamada Hanako_Japan University 
 
 
 
 

(1) 必要応募書類  
a䠅応募申請書   
募集要項、応募申請書、指導教員䛛䜙䛾推薦状䛿、日本䝻䝺䜰䝹䝩䞊䝮䝨䞊䝆 
https://www.loreal.com/ja-jp/japan/ 䛾 2022年度 第 17回 䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃 
募集開始䛛䜙䝎䜴䞁䝻䞊䝗䛷䛝䜎䛩䚹 

b䠅履歴書 (書式自由、身分証明書䝃䜲䝈䛾顔写真貼付)  
c䠅指導教員䛛䜙䛾推薦状   
d䠅䛣䜜䜎䛷䛾研究内容䛾概要 䠄A4版 2頁以内䠅   
䠆䛚䜘䜃別添(A4版 1頁以内)䛻、研究䝍䜲䝖䝹䛸䜰䝤䝇䝖䝷䜽䝖䜢日英䛷併記䛟䛰䛥䛔 (和文 500字/英文 200words) 

e䠅今後一年間䛾研究題目䛸䛭䛾概要䛚䜘䜃今後䛾展望 䠄A4版 2頁以内䠅   
f䠅発表論文䝸䝇䝖 䠄口頭発表含䜐䠅 著者名䛿可能䛺䛛䛞䜚全員記載   
䠆応募者本人䛜 First author䛷䛿䛺䛔論文䛿、First author䛾役職名䠄発表当時䠅䛸、本人䛾寄与分䠄䠂䠅䜢明記䛟䛰䛥䛔 

g䠅論文別刷    
g-1)既刊䛚䜘䜃刊行予定䛾論文(Acceptance Letter添付) 3編以内 g-2)学会発表論文䠄䜰䝤䝇䝖䝷䜽䝖䠅      
䠆上記 g-1)、g-2)䛻該当䛩䜛書類䛜䛺䛔場合、修士論文䛷代用可 
䠆複数䛾論文䛜䛒䜛場合䛿、䜎䛸䜑䛶 1䛴䛾 PDF䛷䛤用意䛟䛰䛥䛔䚹 

 
(2) 書類送付先 / 䛚問䛔合䜟䛫先 

        loreal-fwis-japan@kreo.jp  
䠆事務局䜘䜚書類受取䛾䛤連絡䜢 1週間以内䛻䛔䛯䛧䜎䛩䚹 

 
6. 選考䠖 1 次審査䠄書類選考䠅、2 次審査䠄䝠䜰䝸䞁䜾䠅、選考委員会䛻䜘䜛厳正䛺䜛審査䜢経䛶、2022 年中旬䜢目

途䛻採否䜢䛤連絡䛧䜎䛩䚹 
7. 授賞式䠖 採否䛾䛤連絡後、東京䛷授賞式䜢開催䛧、正式䛻受賞者䛾発表䜢実施䛧䜎䛩䚹 
8. 䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学賞 国際新人賞䛃 
9. 䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥本社䠄䝟䝸䠅䛸䝴䝛䝇䝁䠄䝟䝸䠅主催䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学賞 国際新人賞䛃䛾 2023年度

䛾候補者䛸䛧䛶 2022 年度 日本奨励賞䛾受賞者䛛䜙 1 名䜢選考委員会䛜選出䛧䜎䛩䚹各国䛛䜙選出䛥䜜䛯候
補者䛛䜙䝖䝑䝥 15名䛾若手女性科学者䛻賞金約 200万円䛜贈呈䛥䜜䜎䛩䚹 
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2022年度 第 17回䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃 
応募申請書 

 
                                                 䠄日付䠅     年    月    日 

研究分野 
該当分野䜢○䛷囲䜐䛣䛸 

          生命科学                     物質科学 

研究䝔䞊䝬  

氏名 (䝣䝸䜺䝘)                                        

生年月日 䠄西暦䠅         年     月      日     䠄      歳䠅 

自宅連絡先 

䠄住所䠅 䛈 
䠄電話䠅 
䠄携帯䠅 
䠄FAX䠅 
䠄e 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇䠅 

所属大学連絡先 

䠄住所䠅 䛈 
䠄電話䠅 
䠄FAX䠅 
䠄e 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇䠅 

所属大学䞉学部䞉学科 
䠄大学名䠅 
䠄学部名䠅 
䠄学科名䠅 

指導教員連絡先 
 

䠄氏名䠅 
䠄役職名䠅 
䠄大学名䠅 
䠄学部名䠅 
䠄学科名䠅 
䠄住所䠅 䛈 
䠄電話䠅 
䠄FAX䠅 
䠄e 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇䠅 
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2022年度 第 17回䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃 
指導教員䛻䜘䜛推薦状 

 
䠄日付䠅     年    月    日 

①指導教員連絡先 

䠄氏名䠅                     
䠄役職名䠅 
䠄大学名䠅 
䠄学部䞉学科名䠅                       
䠄住所䠅 䛈 
䠄電話䠅                         
䠄FAX䠅 
䠄e 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇䠅 

②応募者氏名 (䢈䢔䡲䢚䢁) 
䠄3名䜎䛷䠅 

 

 
③推薦理由 䠄応募者䛾研究姿勢䞉研究䛾進捗状況、専門的知識䞉技量、着想力䞉創造力、将来性䛺䛹䛻䛴䛔䛶䛤記入   

䛟䛰䛥䛔䚹 䜎䛯、研究䛾独創性䞉特色䜒明記䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注1䠅 一人䛾指導教員䛻䛴䛝、䛤推薦䛔䛯䛰䛟学生䛿3名䜎䛷䛸䛩䜛䚹 
注2䠅 外部研究機関䛻䛶研究䜢行䛳䛶䛔䜛場合䛿、直接指導䜢受䛡䛶䛔䜛当該機関䛾教員䛛䜙䛾推薦䜒可能䛷䛩䚹 

䛭䛾場合䛿、学生証䝁䝢䞊䜎䛯䛿、所属大学䞉大学院䛾在籍証明書䜢䛤用意䛟䛰䛥䛔䚹 
注3䠅 本推薦状䛿、審査䛾重要䛺資料䛸䛺䜛䛾䛷、当該応募者䛻䛴䛔䛶䛷䛝䜛䛰䛡具体的䛛䛴明確䛻䛤記入䛟䛰䛥䛔䚹 
注4䠅 本推薦状䛿、本書以外䛻新䛯䛻用紙䜢加䛘䜛䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䚹 
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応募者䛾方䜈䛾䜰䞁䜿䞊䝖䛾䛤協力䛾䛚願䛔 

 
 
今後䛾参考䛸䛧䛶、䛚手数䛺䛜䜙、下記䜰䞁䜿䞊䝖䜈䛾䛤回答䛻䛤協力䛟䛰䛥䛔䚹 
 
 
■䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃䜢何䛷䛚知䜚䛻䛺䜚䜎䛧䛯䛛䚹 
該当項目䛻○印䜢記載䛟䛰䛥䛔䚹䠄複数回答 可䠅 

 
 

○印欄 項目 学会䞉雑誌名䛺䛹 

 日本䝻䝺䜰䝹䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆  

 知人䛛䜙䛾䛤紹介  

 大学䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆  

 大学䛾事務䛛䜙䛾䛤紹介  

 大学䛾先生䛛䜙䛾䛤紹介  

 学会䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆 学会名 

 学会誌 雑誌名 

 新聞䞉雑誌 新聞䞉雑誌名 

 䛭䛾他  

 
 
■䛭䛾他䛾䛤意見䞉䛤要望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯䚹 
 
 

䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃事務局 
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                日本奨励賞 歴代受賞者           計 63名  
೧ౕ・ 氏　໌ 授賞時所属

1 2006೧ 質科学 受賞者 高่ 愛子 ౨京学学院 ૱合ช化研究科 広域科学専攻

2 佐々 真ཀྵ ૱合研究学院学 生ໍ科学研究科 生ཀྵ科学専攻

3  ඔ応 京学学院 ཀྵ学研究科 生科学専攻

4 神୫ 真子 ౨京学学院 ༂学系研究科 子༂学専攻 ༂େ謝化学教室

5 作ీ 絵 海ಕ学学院 ཀྵ学研究科 化学専攻 析化学研究室

6 三浦 ཇ子 ໌古屋学学院 ཀྵ学研究科 質ཀྵ学専攻（ཀྵ系） 質開ཀྵ研究室

7 黒ీ ༙希子
౨京学学院 医学系研究科 神経医学専攻 神経生・化ଖ
(授賞時) ཀྵ化学研究所 科学૱合研究センター 生神経生研究チーム

8 戸 ༅子
千ཁ学学院 自然科学研究科 ଡ༹性科学専攻 ૮関質先科学講座 岡ノ୫研究室ଖ
(授賞時) ೖຌ医科学学院 医学研究科 生ର制御形ସ科学෨

9 ೈ୫ 英ඔ 阪学学院 工学研究科 精ື科学・応༽ཀྵ学専攻

10 ీ ඔ 稲ీ学学院 先進ཀྵ工学研究科 化学・生ໍ化学専攻 化学合成๑研究室

11 覚ಕ 子 関西医科学学院 医学研究科 ദ士課ఖ 高次機制御系 形成外科学 専攻

12 西 なおみ 海ಕ学学院 ཀྵ学研究科 化学専攻 （於 遺ఽ子බ制御研究所 子腫 ）

13 海根 真琴 ౨学学院 ཀྵ学研究科

14 串 ༡子 九州学学院 工学ැ 質プロセス工学専攻

15 岩井 ྲ ౨京学学院 医学系研究科 神経機解ユニット

16 ీ ช菜 ౨京工業学 フロンティア研究センター

17 ଞ ༑希 ౨京学学院 ཀྵ学系研究科 化学専攻

18 永 依子 京工芸繊維学学院 工芸科学研究科 設計工学専攻

19 依ీ 真༟子 ౨京学学院 新域創成科学研究科 メディカルゲノム専攻

20 ᖔ 佳世 ౨京学学院 ཀྵ学系研究科 生化学専攻

21 植ీ 桐加 ໌古屋学学院 ཀྵ学研究科 質ཀྵ学専攻(化学系) 伊୰研究室

22 原 ༟佳 おணの水女子学学院 人間ช化創成科学研究科 ཀྵ学専攻 ཀྵ科学コース 奥ଞ研究室

23 水沼 າ雅 ౨京学学院 ༂学系研究科 ༂作༽学教室

24 森ీ 真規子 広ౣ学学院 ཀྵ学研究科 生科学専攻 細๖生学研究室

25 客 ཆ 首学౨京学院 ཀྵ工学研究科 ཀྵ学専攻

26 工౽ まゆみ おணの水女子学学院 人間ช化創成科学研究科 ཀྵ学専攻 化学・生化学域

27 高ీ 朱 ౨京学学院 医学系研究科 ಼科学専攻（消化器಼科）

28 泉 ಲ子 阪医科学学院 医学෨ 眼科学

29 小原 େ ໌古屋工業学学院 工学研究科 າཔ材ྋ創成工学専攻

30  高山 あかり ౨学学院 ཀྵ学研究科 ཀྵ学専攻

31 ా 英恵 慶ጱ義塾学学院 ཀྵ工学研究科 基礎ཀྵ工学専攻

32 松 ೭ 海ಕ学学院 医学研究科 神経生ཀྵ学 

33 住 ༓香 ౨京工業学 ཀྵ工学研究科 化学専攻 口研究室

34 ൂ 亜樹子 ໌古屋学学院 ཀྵ学研究科 質ཀྵ学専攻(化学系) 伊୰研究室

35 垣ຌ ༟ා 京学学院　医学研究科 ๑医学講座

36 ీ　紗子 ૱合研究学院学 生ໍ科学研究科　生ཀྵ科学専攻　細๖生ཀྵ研究෨

37 山ຌ 久ඔ子 ౨京学学院 ༂学系研究科 ༂科学専攻 金井求研究室

38 吉ଞ ᘱ子 京学学院 ཀྵ学研究科 化学専攻 ナノスピントロニクス研究室

39 ྜྷ 真൴ ໌古屋学学院 ཀྵ学研究科 生ໍཀྵ学専攻 植生ཀྵ学研究室

40 向井 ཀྵ紗
ಛౣชཀྵ学学院工学研究科 ナノ質工学専攻 ౣ研究室 ଖ
（授賞時）ಛౣชཀྵ学 香川༂学෨

41 ଞ າิ
౨京学学院工学系研究科 応༽化学専攻 ౽岡研究室 ଖ
（授賞時）高エネルギー加ଐ器研究機構　質構ଆ科学研究所

42 ీ ྲ
౨京学学院学生ໍ科学研究科 生材ྋ科学専攻ദ士課ఖ 製紙科学研究室 ଖ
（授賞時）阪学学院ཀྵ学研究科 高子科学専攻 高子ཀྵ化学研究室

43 2016೧ 生ໍ科学 受賞者 ୰治 ༡ඔ ౨京学学院༂学系研究科 പ構ଆ生学教室

44 秋山 みどり
౨京学学院 工学系研究科 化学生ໍ工学専攻　崎研究室 ଖ
（授賞時）౨京学学院 工学系研究科 化学生ໍ工学専攻 フッ素および༙機化学༧合材ྋ・生ໍ科学講座　ಝ助教

45 小川 ༟希子
౨学学院 工学研究科　எデバイス材ྋ学専攻　小ஓ研究室 ଖ　（ೖຌ学術振興会ಝพ研究員-DC2）
(授賞時）質・材ྋ研究機構　構ଆ材ྋ研究拠఼　（ೖຌ学術振興会ಝพ研究員‐SPD）

46 พ所 奏子
໌古屋学 生ໍ学研究科 高次生ର子機研究 ଖ
(授賞時）໌古屋学 生機開ཤ༽研究センター ദ士研究員

47 ోᬔ ඔ佳 海ಕ学学院医学院　ൿේ科学教室 ൿේ科医

48 黒ీ 千愛 稲ీ学 先進ཀྵ工学研究科 ు気・情ๅ生ໍ専攻

49 ໞ垣  ౨京学学院 工学系研究科 化学生ໍ工学専攻

50 元 ඔ佳
໌古屋学学院 ཀྵ学研究科 生ໍཀྵ学専攻 植子シグナル学研究室 ଖ
(授賞時)໌古屋学　遺ఽ子実験施設　助教

51 森ຌ 千恵 京学学院　医学研究科　๑医学講座

52 ౽森 詩織
京学学院 ཀྵ学研究科 化学専攻 ଖ
(授賞時)産業技術૱合研究所 触ഖ化学༧合研究センター ಝพ研究員

53 ో෨ 花子
౨学学院 工学研究科　化学工学専攻 ଖ
(授賞時)౨学学院　工学研究科　化学工学専攻　助教

54 岡ీ ๘子 神戸学学院 学研究科 生ໍ機科学専攻 

55 岡ീ ඔ咲 甲ೈ学 自然科学研究科 生ର節学 

56 小寺 ౩子 ౨京学学院　工学系研究科　マテリアル工学専攻　ௌీ研究室

57 ౽େ ༙絵子 ౨京学学院　工学科研究科　ཀྵ工学専攻　十倉研究室

58 坂上 沙央 ౨京学学院 医学系研究科 ಼科学専攻

59 高垣 菜式 甲ೈ学学院 自然科学研究科 生ໍ・機科学専攻

60 小ీ 結貴 ౨京学学院 ཀྵ学系研究科・山ຌ研究室 / フォトンサイエンス・リーディング学院

61  ຬ子 国ཱི研究開๑人 質・材ྋ研究機構 構ଆ材ྋ研究拠఼ 研究員

62 久ฯ ༠ ໌古屋学学院 ཀྵ学研究科 生ໍཀྵ学専攻 細๖間シグナル研究グループ

63 永ీ ཀྵ 京学 生ໍ科学研究科・高次生ໍ科学専攻 井垣研究室 研究員

2020೧ 質科学 受賞者

2020೧ 生ໍ科学 受賞者

2019೧ 質科学 受賞者

2019೧ 生ໍ科学 受賞者

2014೧ 生ໍ科学 受賞者

2012೧ 生ໍ科学 受賞者

2006೧ 生ໍ科学 受賞者

2007೧ 質科学 受賞者

2007೧ 生ໍ科学 受賞者

2011೧ 生ໍ科学 受賞者

2008೧ 生ໍ科学 受賞者

2008೧ 質科学 受賞者

2016೧ 質科学 受賞者

2012೧ 質科学 受賞者

2018೧ 質科学 受賞者

2018೧ 生ໍ科学 受賞者

2015೧ 生ໍ科学 受賞者

2014೧ 質科学 受賞者

2017೧ 質科学 受賞者

2017೧ 生ໍ科学 受賞者

2013೧ 生ໍ科学 受賞者

2015೧ 質科学 受賞者

2011೧ 質科学 受賞者

2009೧ 質科学 受賞者

2021೧ 質科学 受賞者

2021೧ 生ໍ科学 受賞者

2010೧ 質科学 受賞者

2010೧ 生ໍ科学 受賞者

2009೧ 生ໍ科学 受賞者

2013೧ 質科学 受賞者
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䠄参考䠅 

䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛸䝴䝛䝇䝁 
世界規模䛷女性科学者䜢支援䛩䜛社会貢献活動䛻䛴䛔䛶 

 
䝟䝸䛻本社䜢置䛟䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛸国連専門機関䛾䝴䝛䝇䝁䛿、䛂世界䛿科学䜢必要䛸䛧、科学䛿女性䜢必要䛸䛧䛶䛔䜛䛃䛸䛔䛖理念䛾

䜒䛸、世界䛾女性科学者䛾業績䜢称䛘䜛䛸䛸䜒䛻、同分野䛷活躍䛩䜛女性䛯䛱䛾世界䝺䝧䝹䛷䛾更䛺䜛飛躍䛸地位向上䜢目的䛻、1998
年䛻共同䛷女性科学者䜢支援䛩䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢創設䛧䜎䛧䛯䚹同䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛿次䛾 3䛴䛾䜹䝔䝂䝸䞊䛜䛒䜚、䝥䝻䝆䜵䜽䝖 1、2䛿䛔䛪
䜜䜒世界規模䛷展開䛧䛶䛔䜎䛩䚹全䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢通䛨䛶、䛣䜜䜎䛷䛻世界 110 䞃国以上䛛䜙 3,600 名以上䛾女性科学者䛜表彰䛥䜜䜎䛧
䛯䚹 
 
1. 䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学賞䛃(本社主催)䠖 日本人受賞者 7名䛾䜋䛛、䝜䞊䝧䝹受賞者䜒輩出 

世界䛾科学䛾発展䛻寄与䛧䛯女性科学者䛾業績䜢称䛘䜛䜒䛾䛷䛩䚹日本䛛䜙䛿下記䛾 7名䛜受賞䠄所属䠖授賞時䠅䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
 
x 2021 年  野崎 京子氏/東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻教授、日本化学会理事䠖有機合成化学分野䜈先駆

的䛛䛴創造的貢献䛸、産業革新䛻䛸䛳䛶䛾研究成果䛾重要性 
x 2019 年 川合 眞紀氏/自然科学研究機構分子科学研究所長、東京大学名誉教授䠖原子䝺䝧䝹䛷分子䛾操作䞉制御䛚䜘䜃、

化学反応䜢引䛝起䛣䛩手法䜢見出䛧、新䛧䛔化学、物理学的現象䛾発見䜈䛸䛴䛺䛜䜛䝘䝜䝔䜽䝜䝻䝆䞊䛾基盤䛾確立䛻貢献 
x 2014 年 稲葉䜹䝶氏/京都大学理事䞉副学長䠄男女共同参画䞉国際䞉広報担当䠅、京都大学男女共同参画推進䝉䞁䝍䞊長、京都

大学大学院生命科学研究科教授䠖 正常時䛺䜙䜃䛻疾患時䛻䛚䛡䜛免疫䝅䝇䝔䝮内䛾樹状細胞䛾主要䛺役割䛾解明䛻貢献 
x 2013 年 黒田玲子氏/東京理科大学総合研究機構教授、東京大学名誉教授䠖分子構造䛾左右性䛾違䛔䛜自然界䛻広䛟現䜜䜛

左右性䠄䜻䝷䝸䝔䜱䞊䠅現象䛻重要䛷䛒䜛䛣䛸䜢明䜙䛛䛻䛧、䜰䝹䝒䝝䜲䝬䞊䛺䛹䛾神経変性疾患研究䛺䛹䛾応用研究䛻貢献 
x 2009年 小林昭子氏/日本大学文理学部化学科教授、東京大学名誉教授䠖世界䛷初䜑䛶単一分子性金属䛾設計䛸合成䛻成功

䛧、分子性伝導体䛾開発研究䜈䛾多大䛺貢献 
x 2005 年 米沢富美子氏/慶応義塾大学名誉教授䠖䜰䝰䝹䝣䜯䝇半導体䛚䜘䜃液体金属䛾先駆的理論䛸䝁䞁䝢䝳䞊䝍䞊䞉䝅䝭䝳䝺

䞊䝅䝵䞁䛻䜘䜛解明䛻貢献 
x 2000 年 岡崎恒子氏/名古屋大学名誉教授䠖分子生物学䛾草分䛡的存在䛷、DNA 䛾不連続複製䛂岡崎䝣䝷䜾䝯䞁䝖䛃䛾功績䛻

䜘䜚表彰 
 

䜎䛯、䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学賞䛾 2008年䛾米国受賞者䛷䛒䜛䜶䝸䝄䝧䝇䞉䝤䝷䝑䜽䝞䞊䞁䛸、欧州受賞者䛷䛒䜛䜰䝎䞉䝶䝘
䝑䝖䛜、䛭䜜䛮䜜2009年䝜䞊䝧䝹医学䞉生理学賞䛚䜘䜃䝜䞊䝧䝹化学賞䜢受賞、䜎䛯2016年䛾受賞者䜶䝬䝙䝳䜶䝹䞉䝅䝱䝹䝟䞁
䝔䜱䜶教授䛸䝆䜵䝙䝣䜯䞊A.䝎䜴䝗䝘教授䛾 2名䛜、2000年䝜䞊䝧䝹化学賞䜢受賞䛩䜛䛸䛔䛖快挙䜢遂䛢䛶䛔䜎䛩䚹 

 
2. 䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学賞 国際新人賞䛃(本社主催)䠖  

䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃䜢䛿䛨䜑、世界 52 䜹国䛷推進䛧䛶䛔䜛国内賞䛛䜙、生命科学、物理、化学、工学、
䝣䜷䞊䝬䝹䞉䝃䜲䜶䞁䝇䠄数学、䝁䞁䝢䝳䞊䝍䞊䝃䜲䜶䞁䝇䠅䛾分野䛷世界的䛻評価䛥䜜䜛䝖䝑䝥 15名䛾若手女性科学者䜢表彰䛧、研
究䜢支援䛧䛶䛔䜎䛩䚹(所属䠖受賞時) 
x 2019 年 野元美佳氏/名古屋大学遺伝子実験施設 助教䠖 試験管内䛷人工的䛻䝍䞁䝟䜽質䜢合成䛩䜛䝅䝇䝔䝮䛾開発䛸世

界䛷初䜑䛶本法䜢用䛔䛯植物免疫応答䛾解明䛻貢献 
x 2018 年 小川由希子氏/国立研究開発法人 物質䞉材料研究機構 研究員䠖 世界初䛾形状記憶䝬䜾䝛䝅䜴䝮合金䜢開発、

次世代構造材料䛸䛧䛶医療䜔宇宙䜈䛾応用拡大䛻貢献 
x 2016 年 向井理紗氏/徳島文理大学香川薬学部 博士研究員䠖 䜴䜲䝹䝇感染䛜原因䛸䛺䛳䛶発症䛩䜛白血病䛾一䛴䛷䛒䜛

成人 T細胞白血病(ATL)䛾発症機構䛾解明䛻貢献 
x 2014 年 小澤未央氏/九州大学大学院医学研究院環境医学分野 久山町研究室 学術研究員䠖食事䛷軽度認知機能障害

䠄認知症䛾前段階䠅䜢予防䛷䛝䜛 2䛴䛾研究成果䜢評価     
※国際新人賞䛾前身䛷䛒䜛䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学賞 国際奨学金䛃䜢受賞 

 
3. 䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁国内賞䛃䠄各国䛤䛸䛻主催䠅䠖  

䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛷䛿、現在、日本䛾䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科学者 日本奨励賞䛃䜢䛿䛨䜑、各国䛻䛚䛔䛶、同䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾理
念䜢継承䛧、博士課程䛺䛹䛾若手女性科学者䛜自国内䛾研究䞉教育機関䛷 1年間研究䜢継続䛷䛝䜛䜘䛖奨励䛧、助成䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

 
䛺䛬、䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛸䝴䝛䝇䝁䛸䛾共同創設賞䛺䛾䛷䛧䜗䛖䠛 
䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛿、1909年䛾創立当初䛛䜙研究活動䜢最重要視䛧、化粧品科学䜢一䛴䛾独立䛧䛯科学分野䜈䛸育䛶上䛢䛶䛝䜎䛧䛯䚹
䜎䛯、女性研究者䜢積極的䛻登用䛧䛶䛚䜚、約 3,870名䛾研究者䛾䛖䛱、女性䛜占䜑䜛割合䛿70䠂䛻上䜚䜎䛩䚹一方、䝴䝛䝇䝁䜒女性䛾
科学䜈䛾参画䜢優先課題䛻掲䛢、数多䛟䛾䝥䝻䜾䝷䝮䜢推進䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛖䛧䛯共通䛾理念䛾䜒䛸、䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁䛾共同䝥䝻䝆䜵

䜽䝖䛿創設䛥䜜䜎䛧䛯䚹 
 
䝻䝺䜰䝹䜾䝹䞊䝥䛻䛴䛔䛶 (https://www.loreal.com/) 
䝻䝺䜰䝹䛿、100 年以上䛻䜟䛯䛳䛶美䛻専念䛧䛶䛝䜎䛧䛯䚹35 䛾多様䛷補完的䛺䝤䝷䞁䝗[i]䛛䜙䛺䜛独自䛾国際的䛺䝫䞊䝖䝣䜷䝸䜸䛻䜘
䜚、䜾䝹䞊䝥䛿 2020 年䛻 279 億 9000 万䝴䞊䝻䛾売上高䜢達成䛧、世界中䛷 85,400 人䛾従業員䜢雇用䛧䛶䛔䜎䛩䚹世界有数䛾
䝡䝳䞊䝔䜱䞊䜹䞁䝟䝙䞊䛷 䛒䜛䝻䝺䜰䝹䛿、䝬䝇市場、百貨店、調剤薬局䞉䝗䝷䝑䜾䝇䝖䜰、䝦䜰䝃䝻䞁、䝖䝷䝧䝹䝸䝔䞊䝹、䝤䝷䞁䝗䝸䝔䞊
䝹、E 䝁䝬䞊䝇䛺䛹、䛒䜙䜖䜛流通䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻展開䛧䛶䛔䜎䛩䚹 研究䛸䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁、䛭䛧䛶 4,000 人䛾研究専任䝏䞊䝮䛿、䝻䝺䜰
䝹䛾戦略䛾中核䛷䛒䜚、世界中䛾美䜈䛾熱望䜢叶䛘䜛䛯䜑䛻活動䛧䛶䛔䜎 䛩䚹䝻䝺䜰䝹䛿、2030 年䛻向䛡䛶䜾䝹䞊䝥全体䛷意欲的䛺
持続可能䛺開発目標䜢掲䛢、䜘䜚包括的䛷䝃䝇䝔䝘䝤䝹䛺社会䛻向䛡䛶䜶䝁䝅䝇䝔䝮 䜢強化䛩䜛䛣䛸䜢目指䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
 
日本䝻䝺䜰䝹䛻䛴䛔䛶 (https://www.loreal.com/ja-jp/japan/) 
䝻䝺䜰䝹䛿 1963 年䛛䜙日本䛷事業䜢開始䛧、1996 年䛻日本法人䛷䛒䜛日本䝻䝺䜰䝹株式会社䛜設立䛥䜜䜎䛧䛯䚹 2020 年末時点
䛷䛾社員数䛿、 2,491 人、2021 年 10 月現在䛾取䜚扱䛔䝤䝷䞁䝗䛿 16 䛷䛩䚹化粧品䛾輸入、製造、販売、䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾䜢行䛳䛶䛔
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䜎䛩䚹1983 年䛻日本䛻研究開発拠点䜢置䛝、現在、日本䝻䝺䜰䝹䝸䝃䞊䝏䠃䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁䝉䞁䝍䞊䠄川崎市䞉溝䛾口䠅䛸䛧䛶、日本䜢䛿䛨
䜑、䜰䝆䜰䛾研究開発䛾中心的䛺役割䜢担䛳䛶䛔䜎䛩䚹200 名以上䛾研究者䜢有䛧、䛖䛱女性研究者䛿 56%䜢占䜑䛶䛔䜎䛩䚹2005 年
䛛䜙生命䞉物質科学分野䛻䛚䛡䜛博士後期課程在籍䜎䛯䛿進学予定䛾若手女性科学者䜢支援䛩䜛奨学金 䛂䝻䝺䜰䝹䠉䝴䝛䝇䝁女性科
学者 日本奨励賞䛃䜢推進䛧䛶䛚䜚、2021 年䜢含䜑、63 名䛾若手女性科学者䛜受賞䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
 
䝴䝛䝇䝁䛻䛴䛔䛶 (https://en.unesco.org/) 
䝴䝛䝇䝁䠄国際連合教育科学文化機関䠅䛿、諸国民䛾教育、科学及䜃文化䛾協力䛸交流䜢通䛨䛯国際平和䛸人類䛾共通䛾福祉䛾促進

䜢目的䛸䛧䛯国際連合䛾専門機関䛷䛩䚹本部䛿䝣䝷䞁䝇䞉䝟䝸䛻䛒䜚、2021年 10 月現在䛾加盟国数䛿 193 䜹国䛷䛩䚹科学䛻䛚䛔䛶䛿、
技術、䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁䜔教育䛾発展䛻注力䛧䛶䛔䜛䜋䛛、海洋資源䜔生物多様性䛾保全、科学的知識䛻基䛵䛟気候変動䜔自然災害䜈䛾

対応策䛻取䜚組䜣䛷䛔䜎䛩䚹䛸䜚䜟䛡研究䛻䛚䛔䛶、䛒䜙䜖䜛人種差別䛾撤廃䛸男女共同参画䜢推進䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
 
日本䝴䝛䝇䝁国内委員会䛻䛴䛔䛶 (http://www.mext.go.jp/unesco/) 
日本䛷䛿䛂䝴䝛䝇䝁活動䛻関䛩䜛法律䛃䛻基䛵䛝、文部科学省䛻置䛛䜜䜛特別䛾機関䛸䛧䛶日本䝴䝛䝇䝁国内委員会䛜設置䛥䜜䛶䛔䜎

䛩䚹日本䝴䝛䝇䝁国内委員会䛿、教育、科学、文化等䛾各分野䜢代表䛩䜛 60 名以内䛾委員䛷構成䛥䜜、我䛜国䛻䛚䛡䜛䝴䝛䝇䝁活動
䛾基本方針䛾策定、䝴䝛䝇䝁活動䛻関䛩䜛助言、企画、連絡及䜃調査等䜢行䛳䛶䛔䜎䛩䚹日本䝴䝛䝇䝁国内委員会事務局䛿文部科学

省䛻置䛛䜜、文部科学省国際統括官䛜日本䝴䝛䝇䝁国内委員会事務総長䜢務䜑䛶䛔䜎䛩䚹 


